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編 集
後 記

　先日、取材の際に写真を撮ろうとカメラを向けると、満タンにしていたはずの電池残量が突然ゼ
ロに。ここ最近何度かそういう不具合が頻発していたため、電池を新たに購入致しました。新しい
電池が届いて比較してみると、古い電池はパンパンに膨張しており、これが不具合の原因かと納得
したと同時に、持ち主と同じ体系になった電池を眺め何とも言えぬ気分にもなりました。
 幸いにも最近はスマートフォンのカメラも性能が上がっているため、そういったスマホで撮影し
ています。今月号を含め、今までの広報誌にもスマホで撮影した写真をいくつか掲載しておりま
す。どれがカメラでどれがスマホでの撮影なのか、そういった視点で広報誌を見て頂くのも面白い
かもしれません。                                                                                             （長瀧　俊一）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

田植えのあと苗を抜けた箇所に挿す作業（山内）

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
　　　　　および第３土曜日
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月
９月～６月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設
富江トマト選果場

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

令和６年度職員採用（令和６年４月）募集を開始しましたので、お知らせ致します。
募集要領をご覧の上、ぜひ当組合の採用試験にチャレンジして下さい。

応募について

高校卒業見込みの方

ＪＡごとう本店　会議室 ( 長崎県五島市籠淵町 2450 番地 1）
筆記試験及び役員面接

高卒
応募期間
提出書類
試験日程
募集人員

令和 5 年 9 月 5 日～ 9 月 13 日
①履歴書　②卒業証明書または卒業見込み証明書　③成績証明書
後日連絡（予定：一時 … 9 月 16 日　、　二次 … 9 月下旬）
総合職（事務職・技術職・営農指導員・畜産指導員）　10 名

五島市、新上五島町（※詳細は面接時に）
8：30 ～ 17：00
高卒　155,000 円（残業代、諸手当は別途）

年 1 回
通勤手当、資格手当、特殊勤務手当、家族手当  等

年 2 回（業績により期末手当あり）

厚生年金、健康保険、労災保険、雇用保険
有り（勤続 2 年以上）

土曜・日曜・祝日
年末年始
1 年目は 6 か月経過後 10 日間

勤  務  地
勤務時間

給与 ( 初任給 )
手　　当
昇　　給
賞　　与

退  職  金
加入保険
休　　日
特別休暇
年次有給
お問合せ 総務部総務課　人事担当　原

☎0959-72-6211

ＪＡごとう

応募資格
選考方法
試験会場

産直市場「五島がうまい」
よりご案内 ４年ぶりに夕暮れ市を開催します！！

８／５(土 )　１６：３０～１８：３０
皆さまのご来場お待ちしております！開催イベント・射的

・わた菓子無料配布
・ビンゴ大会・輪投げ

他　各種企画中！
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第22回ＪＡごとう通常総代会を開催

提
出
議
案
す
べ
て
承
認

　
６
月
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日
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Ａ
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ナ
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お
い
て
、
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常
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代
会
を
開
催
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ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、
家
永
嘉
弘
組
合
長
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
な
ど
世
界
情
勢

に
は
未
だ
不
安
な
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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症
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ま
す
。

昨
年
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し
た
第
６
次
中
期
経
営
計
画
の
達
成
を
始
め
と
し 
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自
己
改

革
を
実
践
し
な
が
ら
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地

域
の
活
性
化
」
の
三
つ
の
実
現
に
向
け
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
力
強

く
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
本
会
に
提
出
し
た
議
案
は
全
て
承
認
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
ご

と
う
は
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
の
為
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

第22回通常総代会議案第22回通常総代会議案
報 告 事 項 １ 令和４年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに独立監査人の監査報告及び監事

の監査報告について（32ページ～58ページに記載のとおり）

附 帯 決 議

報 告 事 項 ２

この総代会において決議された事項で、権利義務に関しない軽微な事項、字句の修正及び
行政庁の指示による修正は理事会に一任願います。

「JAバンク基本方針」の変更について

　令和４年度の事業報告内容をご説明し、ご承認をお願いいたしますことにあわせ、当期の未処分剰余金に
ついて法定事項の所要の積立その他当組合定款に基づく積立金並びに配当として処分を行い、残余を繰り越
すことのご承認をお願いするものです。

　管内農業の深耕と魅力のある事業展開を維持するために、自己資本の基準の維持と施設の有効活用を念頭
に置きながら、固定資産の取得・改善等についてご承認をお願いするものです。
　ただし、具体的な取得・処分の時期及び金額については、理事会に一任願います。
　なお、年度途中において取得・処分計画に変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担
を伴わない限りは、理事会に一任願います。

　役員の報酬については、昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等諸般の事情を踏まえ提案して
おります。
　理事の報酬は総額37,800千円以内とし、各理事の支給額及び支給方法については理事会に一任します。な
お、理事は20名であります。
　監事の報酬は総額9,580千円以内とし、各監事の支給額及び支給方法については監事の協議に一任します。
なお、監事は５名であります。

　以下の内容について、所要の整備を行うものです。
　令和４年５月27日に公布された「農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年法律第56号）」
により、根拠規定の変更等が行われたこと等を踏まえ、所要の整備を行う。
　ただし、定款変更の認可申請に際し、法令その他行政庁の指示による定款の字句その他の事項についての
修正加除は理事会に一任願います。

　売渡し米麦等の検査に際し発生した刺米等の受領及び処理について、その取扱いに関する一切の権限を組
合に委任することをお願いするものです。

　本総代会の終結をもって理事及び監事全員が任期満了となります。
　つきましては、理事19名、監事５名の選任をお願いいたします。なお、監事の議案につきましては、監事
の過半数の同意を得ております。

　　本総代会の終結をもって退任される役員に対し、在任中の労に報いるため、役員退職慰労金支給規程に
基づき以下により退職慰労金を支給することといたします。
　支給総額は7,455千円以内とし、支給額は役員退職慰労金支給規程により算出し、支給時期・方法等は理事
会及び監事の協議に一任願います。

　令和５年度の「事業計画」のご承認をお願いするものです。
　ただし、年度途中において事業計画の変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴
わない限りにおいては、理事会に一任願います。

第１号議案　　令和４年度事業報告及び剰余金処分案承認の件

第２号議案　　令和５年度事業計画設定の件

第３号議案　　固定資産取得・処分の件

第４号議案　　令和５年度理事及び監事の報酬支給額決定の件

第５号議案　　定款の一部変更の件

第６号議案　　令和５年産米麦等のバラ検査及び抽出検査に関する権限委任の件

第７号議案　　役員選任の件

第８号議案　　役員退職慰労金支給の件

top news top news

家永組合長による挨拶 議長の濱田さん(有川)･左
　　と野口さん(大津)･右

議案に賛成の手を挙げる総代たち

ごとう 2ごとう3
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　「
こ
の
受
賞
が
若
手
農
業
者
に
と
っ
て
少
し
で
も
励
み
に
な
っ
て
く
れ
た
ら…

」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
今
年
５
月
「
第
25
回
葉
た
ば
こ
振
興
協
議
会
優
良
農
家
表
彰

事
業
」
で
長
崎
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
山
内
清
一
さ
ん
（
43
）。

　
山
内
さ
ん
は
、
下
崎
山
町
で
葉
タ
バ
コ
の
ほ
か
馬
鈴
薯
や
麦
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生

産
に
取
り
組
み
、
平
成
26
年
に
は
農
業
法
人
㈱
山
内
フ
ァ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ

ら
の
複
合
経
営
に
よ
り
五
島
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
法
人
化
に
つ
い
て
山
内
さ
ん
は
「
経
営
の
規
模
拡
大
に
は
労
働
力
の
確
保
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
従
業
員
を
雇
う
に
も
、
今
の
時
代
は
福
利
厚
生
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
働
い
て
く
れ
る
人
も
い
ま
せ
ん
し
、
自
分
に
と
っ
て
仕
事
と
家
庭
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
た
め
に
も
法
人
化
が
最
適
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
国
内
農
業
に
つ
い
て
「
昔
と
違
っ
て
数
年
単
位
で
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
国
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
『
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
』
で
は
、
日
本

の
食
料
自
給
率
に
加
え
て
、
有
機
農
業
へ
の
面
積
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

う
な
る
と
学
校
給
食
で
使
う
野
菜
も
有
機
栽
培
が
必
須
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

私
も
こ
れ
か
ら
先
、
有
機
栽
培
に
も
取
り
組
む
必
要
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
五
島
の
農
業
は
、
畜
産
の
ほ
か
に
野
菜
で
は
、
確
立
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド

作
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
葉
タ
バ
コ
の
減
反
傾
向
か
ら
思
い
切
っ
て
サ
ツ
マ
イ

モ
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
焼
き
芋
の
ブ
ー
ム
で
全
国
的
に
栽
培
面

積
が
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
味
で
勝
負
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

生
産
者
全
員
の
生
産
技
術
を
上
げ
、
品
質
の
統
一
を
図
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
生
産
者

が
自
ら
販
売
先
を
開
拓
す
る
。
例

え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

消
費
者
へ
直
接
届
け
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
海
外

に
向
け
た
作
物
の
輸
出
も
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
何
と
し
て
も
成

功
さ
せ
て
、
周
り
の
生
産
者
の

方
々
に
も
勧
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
山
内
さ
ん
は
将
来
を
見
据

え
て
い
ま
す
。
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通
常
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
役
員
、

総
代
会
終
了
後
に
開
催
し
た
第
３
回
理
事
会

で
代
表
理
事
等
を
互
選
、監
事
会
で
代
表
監
事
、

常
勤
監
事
を
左
記
の
通
り
互
選
し
ま
し
た
。
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監
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地
域
の
農
業
振
興
と
、Ｊ
Ａ
の
健

全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　
五
島
農
業
振
興
と
Ｊ
Ａ
の
健
全
経

営
化
に
努
め
ま
す
。

　
組
合
員
・Ｊ
Ａ
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
組
合
員
の
営
農
と
生
活
及
び
農
協

の
経
営
を
安
定
・
向
上
す
べ
く
努
力

致
し
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
め
る

Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
組
合
員
と
職
員
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。

　
農
家
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上
、

及
び
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
組
合
員
の
た
め
に
尽
力
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
発
展
の
た
め
頑
張

り
ま
す
。

　
ご
と
う
農
協
の
発
展
に
尽
力
い
た

し
ま
す
。

　
五
島
の
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
農
業
の
振
興
に
努
力
致
し
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
が
今
後
も
発
展
す
る
様
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
発
展
を
目
指
し
、

組
合
員
の
声
や
意
見
を
取
り
上
げ
、

よ
り
良
い
Ｊ
Ａ
に
す
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
年
農

業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
尽
力
し
、
取
組
み
ま
す
。

　
三
年
間
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
引
続
き
女
性
農
家
の
声
を
農

協
運
営
に
少
し
で
も
反
映
で
き
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
を
日
頃
の
生

活
に
生
か
せ
る
有
意
義
な
グ
ル
ー
プ

の
集
ま
り
に
し
た
い
。
農
と
食
を

も
っ
と
近
づ
け
て
活
動
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

　
地
域
に
貢
献
で
き
る
Ｊ
Ａ
と
な
る

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
適
正
な
農
協
経
営
を
目
指
し
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
適
正
な
監
査
・
監
督
に
努
め
ま
す
。

　
五
島
・
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
力

い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
運
営
の
健
全
か
つ
安
定
確
保

の
た
め
、
努
力
致
し
ま
す
。

長崎県知事賞受賞
葉たばこ栽培で

山内ファーム　山内清一さん

topicstopics

代
表
理
事
組
合
長 

家
永 
嘉
弘

役
員
紹
介

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、

第
22
回
通
常
総
代
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

に
お
い
て
、
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
再
任
致

し
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
、
五
島
の

農
業
を
取
巻
く
環
境
は
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
五
島
農
業
の
振
興
の
た
め
、
昨

年
度
策
定
致
し
ま
し
た
中
期
経
営
計
画
の
達
成
を
通

し
て
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、

「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ
の
実
現
に
向
け
て
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
方
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
健

全
な
Ｊ
Ａ
経
営
に
役
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
ど
う
か
変
わ
ら
ず
の

ご
指
導・ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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　「
こ
の
受
賞
が
若
手
農
業
者
に
と
っ
て
少
し
で
も
励
み
に
な
っ
て
く
れ
た
ら…

」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
今
年
５
月
「
第
25
回
葉
た
ば
こ
振
興
協
議
会
優
良
農
家
表
彰

事
業
」
で
長
崎
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
山
内
清
一
さ
ん
（
43
）。

　
山
内
さ
ん
は
、
下
崎
山
町
で
葉
タ
バ
コ
の
ほ
か
馬
鈴
薯
や
麦
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生

産
に
取
り
組
み
、
平
成
26
年
に
は
農
業
法
人
㈱
山
内
フ
ァ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ

ら
の
複
合
経
営
に
よ
り
五
島
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
法
人
化
に
つ
い
て
山
内
さ
ん
は
「
経
営
の
規
模
拡
大
に
は
労
働
力
の
確
保
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
従
業
員
を
雇
う
に
も
、
今
の
時
代
は
福
利
厚
生
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
働
い
て
く
れ
る
人
も
い
ま
せ
ん
し
、
自
分
に
と
っ
て
仕
事
と
家
庭
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
た
め
に
も
法
人
化
が
最
適
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
国
内
農
業
に
つ
い
て
「
昔
と
違
っ
て
数
年
単
位
で
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
国
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
『
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
』
で
は
、
日
本

の
食
料
自
給
率
に
加
え
て
、
有
機
農
業
へ
の
面
積
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

う
な
る
と
学
校
給
食
で
使
う
野
菜
も
有
機
栽
培
が
必
須
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

私
も
こ
れ
か
ら
先
、
有
機
栽
培
に
も
取
り
組
む
必
要
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
五
島
の
農
業
は
、
畜
産
の
ほ
か
に
野
菜
で
は
、
確
立
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド

作
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
葉
タ
バ
コ
の
減
反
傾
向
か
ら
思
い
切
っ
て
サ
ツ
マ
イ

モ
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
焼
き
芋
の
ブ
ー
ム
で
全
国
的
に
栽
培
面

積
が
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
味
で
勝
負
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

生
産
者
全
員
の
生
産
技
術
を
上
げ
、
品
質
の
統
一
を
図
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
生
産
者

が
自
ら
販
売
先
を
開
拓
す
る
。
例

え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

消
費
者
へ
直
接
届
け
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
海
外

に
向
け
た
作
物
の
輸
出
も
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
何
と
し
て
も
成

功
さ
せ
て
、
周
り
の
生
産
者
の

方
々
に
も
勧
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
山
内
さ
ん
は
将
来
を
見
据

え
て
い
ま
す
。
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承
認
さ
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た
役
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、

総
代
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終
了
後
に
開
催
し
た
第
３
回
理
事
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で
代
表
理
事
等
を
互
選
、監
事
会
で
代
表
監
事
、

常
勤
監
事
を
左
記
の
通
り
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選
し
ま
し
た
。
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地
域
の
農
業
振
興
と
、Ｊ
Ａ
の
健

全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　
五
島
農
業
振
興
と
Ｊ
Ａ
の
健
全
経

営
化
に
努
め
ま
す
。

　
組
合
員
・Ｊ
Ａ
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
組
合
員
の
営
農
と
生
活
及
び
農
協

の
経
営
を
安
定
・
向
上
す
べ
く
努
力

致
し
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
め
る

Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
組
合
員
と
職
員
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。

　
農
家
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上
、

及
び
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
組
合
員
の
た
め
に
尽
力
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
発
展
の
た
め
頑
張

り
ま
す
。

　
ご
と
う
農
協
の
発
展
に
尽
力
い
た

し
ま
す
。

　
五
島
の
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
農
業
の
振
興
に
努
力
致
し
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
が
今
後
も
発
展
す
る
様
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
発
展
を
目
指
し
、

組
合
員
の
声
や
意
見
を
取
り
上
げ
、

よ
り
良
い
Ｊ
Ａ
に
す
る
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
年
農

業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
尽
力
し
、
取
組
み
ま
す
。

　
三
年
間
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
引
続
き
女
性
農
家
の
声
を
農

協
運
営
に
少
し
で
も
反
映
で
き
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
を
日
頃
の
生

活
に
生
か
せ
る
有
意
義
な
グ
ル
ー
プ

の
集
ま
り
に
し
た
い
。
農
と
食
を

も
っ
と
近
づ
け
て
活
動
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

　
地
域
に
貢
献
で
き
る
Ｊ
Ａ
と
な
る

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
適
正
な
農
協
経
営
を
目
指
し
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
適
正
な
監
査
・
監
督
に
努
め
ま
す
。

　
五
島
・
地
域
の
農
業
振
興
に
尽
力

い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
運
営
の
健
全
か
つ
安
定
確
保

の
た
め
、
努
力
致
し
ま
す
。

長崎県知事賞受賞
葉たばこ栽培で
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、

第
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回
通
常
総
代
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

に
お
い
て
、
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
再
任
致

し
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
、
五
島
の

農
業
を
取
巻
く
環
境
は
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
五
島
農
業
の
振
興
の
た
め
、
昨

年
度
策
定
致
し
ま
し
た
中
期
経
営
計
画
の
達
成
を
通

し
て
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、

「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ
の
実
現
に
向
け
て
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
方
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
健

全
な
Ｊ
Ａ
経
営
に
役
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
ど
う
か
変
わ
ら
ず
の

ご
指
導・ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

葉の刈り取りを行う山内さん
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五島地域肉用牛大学を開催

ゲ
ノ
ム
育
種
価
に
つ
い
て
学
ぶ

春
か
ぼ
ち
ゃ
出
荷
会
議

順
調
な
生
育
を
願
っ
て

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
家
畜
市
場
で
６
月
16
日
に
、
令
和
５
年
度
第
１
回
目
と
な
る
五
島

地
域
肉
用
牛
大
学
が
開
催
さ
れ
、「
ゲ
ノ
ム
育
種
価
」に
つ
い
て
、（
一
社
）家
畜
改
良
事

業
団
家
畜
改
良
技
術
研
究
所
よ
り
荻
野
敦
上
席
専
門
役
を
招
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　
畜
産
農
家
に
は
な
じ
み
の
深
い
「
育
種
価
」
と
い
う
言
葉
。
簡
単
に
言
う
と
親
か

ら
子
に
伝
わ
る
「
遺
伝
的
能
力
」
の
度
合
い
を
６
つ
の
項
目
で
数
値
化
し
た
も
の
の

こ
と
で
す
。
育
種
価
に
は
自
身
の
産
子
の
枝
肉
能
力
か
ら
推
定
す
る
「
推
定
育
種
価
」

と
、
父
と
母
の
持
つ
能
力
の
半
分
ず
つ
が
子
へ
遺
伝
す
る
こ
と
を
利
用
し
て
父
と
母

の
平
均
を
取
る
「
期
待
育
種
価
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
育
種
価
は
推
定
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
結
果
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
の
が
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
」
で
、

従
来
の
育
種
価
の
推
定
に
、「
Ｓ
Ｎ
Ｐ
」
と
呼
ば
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
情
報
を
加
え
て
測
定

す
る
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
育
種
価
」
は
父
と
母
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
か
ら
推
定
す
る
の
で
産
子

の
結
果
を
必
要
と
せ
ず
、
更
に
平
均
値
で
は

な
く
個
別
の
推
定
も
で
き
る
と
あ
っ
て
近
年

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
地
域
畜
産
農
家
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
例

年
よ
り
開
催
時
期
を
早
め
て
開
催
さ
れ
た
同

講
演
会
。
集
ま
っ
た
畜
産
農
家
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
講
演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
の
家
永
嘉
弘
組
合
長
は
、「
基
幹
作
物

で
あ
る
畜
産
業
振
興
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
協
力
し
こ
う
い
っ
た
新
し
い
技
術
を
取
り

入
れ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
語

り
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
南
瓜
部
会

は
、
令
和
５
年
産
の
春
南
瓜
に
つ
い
て
、

出
荷
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
産
の
春
南
瓜
は
３
月
上
旬

か
ら
定
植
を
開
始
し
、
15
名
の
生
産
者

が
栽
培
面
積
２
６
９
㌃
で
栽
培
し
て
お

り
ま
す
。
各
圃
場
で
３
月
の
霜
被
害
の

影
響
が
見
ら
れ
た
た
め
、
草
勢
の
回
復

や
活
着
促
進
を
図
っ
た
も
の
の
、
被
害

の
大
き
か
っ
た
圃
場
で
は
植
え
直
し
を

行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
１
番

果
は
４
月
中
旬
頃
か
ら
着
果
が
始
ま
り
、

６
月
上
旬
に
収
穫
し
中
下
旬
に
は
出
荷

が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
２

番
果
以
降
の
南
瓜
に
つ
い
て
は
、
適
期

収
穫
及
び
風
乾
の
徹
底
、
病
害
虫
予
防

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

　
出
荷
は
７
月
上
中
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
下
旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　
今
回
の
会
議
内
に
て
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
新
部
会
長
に
富
江
支
部
の
増

田
博
昭
さ
ん
、
副
部
会
長
に
福
江
支
部

の
山
下
浩
さ
ん
、
そ
し
て
監
事
に
本
山

支
部
の
山
口
敏
章
さ
ん
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
地
区
管
内
で
普
通
期
水

稲
苗
の
配
付
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
10

日
か
ら
黒
蔵
育
苗
ハ
ウ
ス
、
富
江
育
苗

ハ
ウ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
配
付
が
開
始
さ
れ
、

６
月
19
日
ま
で
の
８
日
間
を
か
け
て
管

内
の
組
合
員
へ
配
付
。
支
店
職
員
も
手

伝
っ
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
苗
は
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
２

４
、
３
１
８
枚
、
に
こ
ま
る
が
１
０
、

３
０
１
枚
、
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
が
５
３
６
枚

と
な
っ
て
い
ま
す
。
作
業
に
あ
た
っ
た

職
員
は
、「
苗
を
持
ち
帰
っ
た
組
合
員
さ

ん
は
今
後
、
10
月
の
収
穫
ま
で
の
間
に

田
植
え
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
栽
培
管

理
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。
美
味
し
い
お

米
を
作
っ
て
く
れ
る
組
合
員
さ
ん
の
こ

と
を
思
え
ば
頑
張
れ
ま
す
。」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

topicstopics

ＪＡごとう南瓜部会

普通期水稲苗配布

右から荻野上席専門役と熊本種雄牛センター
の岡橋課長と沖津技師
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年
金
友
の
会
総
会
を
開
催

新会長の岐宿支部・谷川昭一さん

新会長に谷川さん（岐宿支部長）

教
育
長
へ
学
童
傘
を
贈
呈

下地区での贈呈式

子供らの交通安全を祈願

上地区での贈呈式

食
育
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

牛
乳
消
費
拡
大
効
果
も
期
待

女性部が料理教室を開催

青年部による食育活動を実施

本山小学校のイモ挿し

盈進小学校の麦収穫

魚目小学校のイモ挿しと田植え 奥浦小学校のイモ挿し

三井楽支部での様子三井楽支部での様子 富江支部での様子富江支部での様子

　
管
内
各
地
区
の
小
学
校
を
対
象
と
し
た
、
青
年
部
に

よ
る
食
農
教
育
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
同
活
動
は
、
毎
年
地
域

の
小
中
学
校
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
月
号

で
紹
介
し
た
三
井
楽
の
小
・
中
学
校
に
続
き
富
江
地
区

の
盈
進
小
学
校
、
奥
浦
地
区
の
奥
浦
小
学
校
、
本
山
地

区
の
本
山
小
学
校
、
魚
目
地
区
の
魚
目
小
学
校
で
も
行

わ
れ
、
児
童
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
食
農
教
育

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
盈
進
小
で
は
６
月
４
日
に
５
・
６
年
生
が
麦
の
収
穫

を
、
６
月
７
日
に
は
奥
浦
小
の
１
〜
４
年
生
が
イ
モ
挿

し
を
、
そ
し
て
本
山
小
の
２
年
生
は
６
月
９
日
に
イ
モ

挿
し
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
。
魚
目
小
学
校
で
は
６
月
５
日

に
３
年
生
が
田
植
え
を
６
月
22
日
に
は
イ
モ
挿
し
を
体

験
し
て
い
ま
す
。
青
年
部
の
指
示
を
聞
き
、
初
め
て
の

作
業
を
行
う
児
童
ら
は
皆
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
各
支
部
は
、
女

性
部
活
動
の
一
環
と
し
て
「
家
の
光
」
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
酪
農
農
家
の
手
助

け
と
な
る
べ
く
、「
牛
乳
消
費
拡
大
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
銘
打
っ
た
今
年
の
料
理
教
室

は
、「
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
ち
ら
し
ず
し
」

な
ど
５
品
目
を
調
理
。
例
年
よ
り
も
乳
製

品
を
多
め
に
使
用
し
た
料
理
に
取
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
教
室
に
は
マ
ル
球
産
業

㈱
よ
り
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ
木

﨑
さ
ん
を
お
招
き
し
て
カ
ボ
チ
ャ
ス
ー
プ

等
３
品
目
に
つ
い
て
も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

頂
き
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
ど

れ
も
美
味
し
く
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
、
全
８
品
目
の
料
理
に

舌
鼓
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
共
済
部
は
、
今
年
も
地
域
貢
献
へ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
交

通
安
全
啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
」
に
向
け
た
学

童
傘
を
、
五
島
市
と
新
上
五
島
町
の
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
に
は
五
島
市
教
育
委
員
会
の
村
上
教
育
長
へ
、
翌
６
日
に
は
新
上
五

島
町
教
育
委
員
会
の
村
中
課
長
へ
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
杉
本
常
務
が
「
こ
ど
も
た
ち
が

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
」
と
、
こ
ど
も
の
交
通
安
全
の
象
徴
で
あ
る
「
黄

色
の
傘
」
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
し
た
傘
は
、
五
島
市
の
小
学
校
21
校
の
新
一
年
生
２
１
７
名
に
、
新

上
五
島
町
の
小
学
校
９
校
の
新
一
年
生
１
２
０
名
に
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
か
ら
各
地
区
の

小
学
校
へ
渡
さ
れ
、
こ
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
６
月
21
日
、 
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の

年
金
友
の
会
は
役
員
総
会
を
開

き
、
令
和
４
年
度
の
事
業
経
過

報
告
、
並
び
に
令
和
５
年
度
の

事
業
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
計
画
で
は
、

毎
年
会
員
の
親
睦
や
融
和
、
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
そ
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て
日

程
を
確
認
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
10
月
５
日
に
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
11
月
８
日

に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
役
員
の
改
選
と
な
っ

た
今
年
、
新
し
い
会
長
に
は
岐

宿
支
部
長
の
谷
川
昭
一
さ
ん

が
、
副
会
長
に
は
福
江
支
部
長

の
上
戸
正
治
さ
ん
と
有
川
支
部

長
の
田
中
平
一
郎
さ
ん
、
そ
し

て
監
事
に
は
三
井
楽
支
部
長
の

田
端
代
志
夫
さ
ん
と
上
郷
支
部

長
の
永
田
悦
弘
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
て
い
ま
す
。
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年
金
友
の
会
総
会
を
開
催

新会長の岐宿支部・谷川昭一さん

新会長に谷川さん（岐宿支部長）

教
育
長
へ
学
童
傘
を
贈
呈

下地区での贈呈式

子供らの交通安全を祈願

上地区での贈呈式

食
育
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

牛
乳
消
費
拡
大
効
果
も
期
待

女性部が料理教室を開催

青年部による食育活動を実施

本山小学校のイモ挿し

盈進小学校の麦収穫

魚目小学校のイモ挿しと田植え 奥浦小学校のイモ挿し

三井楽支部での様子三井楽支部での様子 富江支部での様子富江支部での様子

　
管
内
各
地
区
の
小
学
校
を
対
象
と
し
た
、
青
年
部
に

よ
る
食
農
教
育
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
同
活
動
は
、
毎
年
地
域

の
小
中
学
校
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
月
号

で
紹
介
し
た
三
井
楽
の
小
・
中
学
校
に
続
き
富
江
地
区

の
盈
進
小
学
校
、
奥
浦
地
区
の
奥
浦
小
学
校
、
本
山
地

区
の
本
山
小
学
校
、
魚
目
地
区
の
魚
目
小
学
校
で
も
行

わ
れ
、
児
童
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
食
農
教
育

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
盈
進
小
で
は
６
月
４
日
に
５
・
６
年
生
が
麦
の
収
穫

を
、
６
月
７
日
に
は
奥
浦
小
の
１
〜
４
年
生
が
イ
モ
挿

し
を
、
そ
し
て
本
山
小
の
２
年
生
は
６
月
９
日
に
イ
モ

挿
し
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
。
魚
目
小
学
校
で
は
６
月
５
日

に
３
年
生
が
田
植
え
を
６
月
22
日
に
は
イ
モ
挿
し
を
体

験
し
て
い
ま
す
。
青
年
部
の
指
示
を
聞
き
、
初
め
て
の

作
業
を
行
う
児
童
ら
は
皆
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
各
支
部
は
、
女

性
部
活
動
の
一
環
と
し
て
「
家
の
光
」
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
酪
農
農
家
の
手
助

け
と
な
る
べ
く
、「
牛
乳
消
費
拡
大
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
銘
打
っ
た
今
年
の
料
理
教
室

は
、「
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
ち
ら
し
ず
し
」

な
ど
５
品
目
を
調
理
。
例
年
よ
り
も
乳
製

品
を
多
め
に
使
用
し
た
料
理
に
取
組
み
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
教
室
に
は
マ
ル
球
産
業

㈱
よ
り
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ
木

﨑
さ
ん
を
お
招
き
し
て
カ
ボ
チ
ャ
ス
ー
プ

等
３
品
目
に
つ
い
て
も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

頂
き
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
ど

れ
も
美
味
し
く
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
、
全
８
品
目
の
料
理
に

舌
鼓
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
共
済
部
は
、
今
年
も
地
域
貢
献
へ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
交

通
安
全
啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
」
に
向
け
た
学

童
傘
を
、
五
島
市
と
新
上
五
島
町
の
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
に
は
五
島
市
教
育
委
員
会
の
村
上
教
育
長
へ
、
翌
６
日
に
は
新
上
五

島
町
教
育
委
員
会
の
村
中
課
長
へ
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
杉
本
常
務
が
「
こ
ど
も
た
ち
が

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
」
と
、
こ
ど
も
の
交
通
安
全
の
象
徴
で
あ
る
「
黄

色
の
傘
」
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
し
た
傘
は
、
五
島
市
の
小
学
校
21
校
の
新
一
年
生
２
１
７
名
に
、
新

上
五
島
町
の
小
学
校
９
校
の
新
一
年
生
１
２
０
名
に
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
か
ら
各
地
区
の

小
学
校
へ
渡
さ
れ
、
こ
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
６
月
21
日
、 
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の

年
金
友
の
会
は
役
員
総
会
を
開

き
、
令
和
４
年
度
の
事
業
経
過

報
告
、
並
び
に
令
和
５
年
度
の

事
業
活
動
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
計
画
で
は
、

毎
年
会
員
の
親
睦
や
融
和
、
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
そ
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て
日

程
を
確
認
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
10
月
５
日
に
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
11
月
８
日

に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
役
員
の
改
選
と
な
っ

た
今
年
、
新
し
い
会
長
に
は
岐

宿
支
部
長
の
谷
川
昭
一
さ
ん

が
、
副
会
長
に
は
福
江
支
部
長

の
上
戸
正
治
さ
ん
と
有
川
支
部

長
の
田
中
平
一
郎
さ
ん
、
そ
し

て
監
事
に
は
三
井
楽
支
部
長
の

田
端
代
志
夫
さ
ん
と
上
郷
支
部

長
の
永
田
悦
弘
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
て
い
ま
す
。

topicstopics

ごとう 8ごとう9



謹　啓　
　日頃より、当組合をご利用賜わり厚くお礼申し上げます。
　Ａコープ本山店は長年、地域密着型店舗として営業して参りましたが、この度、
長崎県の道路拡張工事のため、令和５年７月２９日（土）をもちまして閉鎖す
ることとなりました。
永年のご愛顧に対し深く感謝申しあげます。
　今後もＪＡ事業のご利用・ご愛顧を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　まずは略儀ながら、書中をもって閉鎖のご挨拶を申し上げます。
　なお、８月以降については移動店舗車を運行予定としております。詳細は別
途お知らせ致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹　白
    令和５年７月１日     
                                 　　　ごとう農業協同組合
                                                         　　　代表理事組合長　　家永嘉弘

組合員　　各位

Ａコープ本山店閉鎖のお知らせ
令
和
五
年
度 

第
三
回
理
事
会

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日
㈭
開
催

報
告
事
項

2報
告
№
１
　
新
任
非
常
勤
役
員
研
修
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
令
和
５
年
産
麦
仮
渡
単
価
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

議
案
事
項

1議
案
№
１
　
仮
議
長
選
任
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
役
付
理
事
及
び
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
１
）
役
付
理
事

　
　
　
　
　
　
２
）
代
表
理
事 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
専
門
委
員
会
及
び
子
会
社
役
員
の
構
成
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
時
期
・
方
法
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
令
和
５
年
度
理
事
の
報
酬
支
給
額
及
び
支
給
方
法
に
つ

次
第

い
て 

※
可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
６
　
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告

書
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
７
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

令
和
五
年
度 

第
二
回
理
事
会

令
和
五
年
六
月
八
日
㈭
開
催

議
案
事
項

1議
案
№
１
　
第
22
回
通
常
総
代
会
運
営
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
№
２
　
総
代
会
招
集
及
び
通
知
内
容
並
び
に
総
代
会
参
考
書
類

決
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
３
　
第
22
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
、
注
記
表
及
び
事
業
報
告

並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
）
及
び
部
門
別
損
益
計

算
書
承
認
の
件
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
６
　
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
の
件 ※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
７
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
８
　
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
９
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
10
　
令
和
５
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践

計
画
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
11
　
令
和
５
年
度
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
計
画
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
事
項

2報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
４
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
令
和
５
年
４
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
５
年
５
〜
６
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な
質
疑
・
回
答
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
第
６
次
中
期
経
営
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
苦
情
・
相
談
等
及
び
ヘ
ル
プ

ラ
イ
ン
状
況
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
自
主
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

報
告
№
12
　
令
和
５
年
度
第
２
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
方
針
に
つ
い

て

報
告
№
13
　
行
政
庁
の
報
告
徴
求
命
令
に
基
づ
く
マ
ネ
ロ
ン
調
査
報

告
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
令
和
４
年
度
下
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
15
　
貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

次
第

富江整備工場からのお知らせ

※急を要する修理、 事故等は支店窓口へご連絡下さい。

…

…

火曜日 ・ 木曜日

営業時間 ８ ： ３０～１７ ： ００

営 業 日
(※祭日は除く )

　富江支店自動車整備工場については、令和４年度より担
当者を常駐出来ず、大変ご迷惑をお掛けいたしておりまし
たが、５月１日より下記の日程について、対応させて頂い
ておりますことをお知らせいたします。

金融窓口営業日変更のお知らせ
当ＪＡでは、北魚目出張所の金融窓口の営業日を７月３日より変更いたします。

皆さまにはご不便をお掛けいたしますが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

なお、ＪＡバンクのキャッシュカードは「ゆうちょ銀行」のＡＴＭでも手数料無料でご利用になれます（時間外、休日は有料）。
お持ちでない方は、どうぞ窓口でお申し込み下さい。

    ＪＡごとう　上五島支店北魚目出張所
    新上五島町立串郷５７０－２
    令和５年７月３日

変更前     月曜日から金曜日（祝日、１２/３１～１/３は除く）
    火曜日、木曜日
  （祝日、１２/３１～１/３は除く）
  【休業日】月曜日、水曜日、金曜日

対象店舗名
所　在　地
変更開始日

窓口営業日
変更後

北魚目出張所 ７月３日

※共済窓口及び購買窓口については、月~金まで今まで通り営業致します。
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謹　啓　
　日頃より、当組合をご利用賜わり厚くお礼申し上げます。
　Ａコープ本山店は長年、地域密着型店舗として営業して参りましたが、この度、
長崎県の道路拡張工事のため、令和５年７月２９日（土）をもちまして閉鎖す
ることとなりました。
永年のご愛顧に対し深く感謝申しあげます。
　今後もＪＡ事業のご利用・ご愛顧を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　まずは略儀ながら、書中をもって閉鎖のご挨拶を申し上げます。
　なお、８月以降については移動店舗車を運行予定としております。詳細は別
途お知らせ致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹　白
    令和５年７月１日     
                                 　　　ごとう農業協同組合
                                                         　　　代表理事組合長　　家永嘉弘

組合員　　各位

Ａコープ本山店閉鎖のお知らせ
令
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第
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理
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月
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催

報
告
事
項

2報
告
№
１
　
新
任
非
常
勤
役
員
研
修
に
つ
い
て

報
告
№
２
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仮
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て
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事
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議
案
事
項
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案
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仮
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※
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・
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れ
た
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２
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事
の
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）
役
付
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事

　
　
　
　
　
　
２
）
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事 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
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門
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員
会
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び
子
会
社
役
員
の
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成
に
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い
て

 
※

可
決
・
承
認
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れ
た
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４
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員
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の
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・
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び
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告

書
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可
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認
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№
７
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定
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の
取
得
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・
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認
さ
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五
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（
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会
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び
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に
総
代
会
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書
類

決
定
の
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に
つ
い
て

議
案
№
３
　
第
22
回
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総
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会
提
出
議
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に
つ
い
て

 
※

可
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た

議
案
№
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決
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書
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（
貸
借
対
照
表
、
損
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て 

※

可
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た

議
案
№
９
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の
更
新
に
つ
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て

 
※

可
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・
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た

議
案
№
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令
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可
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過
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定
に
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報
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２
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「
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島
が
う
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い
」
４
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績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
令
和
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年
４
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末
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肉
販
売
実
績
に
つ
い
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報
告
№
４
　
令
和
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５
〜
６
月
期
県
内
家
畜
市
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市
況
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報
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５
　
地
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別
総
代
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明
会
の
主
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疑
・
回
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に
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い
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報
告
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６
　
第
６
次
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経
営
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
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ン
プ
ラ
イ
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ス
・
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ロ

グ
ラ
ム
実
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報
告
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
苦
情
・
相
談
等
及
び
ヘ
ル
プ

ラ
イ
ン
状
況
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
自
主
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
４
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

報
告
№
12
　
令
和
５
年
度
第
２
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
方
針
に
つ
い

て

報
告
№
13
　
行
政
庁
の
報
告
徴
求
命
令
に
基
づ
く
マ
ネ
ロ
ン
調
査
報

告
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
令
和
４
年
度
下
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
15
　
貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

次
第

富江整備工場からのお知らせ

※急を要する修理、 事故等は支店窓口へご連絡下さい。

…

…

火曜日 ・ 木曜日

営業時間 ８ ： ３０～１７ ： ００

営 業 日
(※祭日は除く )

　富江支店自動車整備工場については、令和４年度より担
当者を常駐出来ず、大変ご迷惑をお掛けいたしておりまし
たが、５月１日より下記の日程について、対応させて頂い
ておりますことをお知らせいたします。

金融窓口営業日変更のお知らせ
当ＪＡでは、北魚目出張所の金融窓口の営業日を７月３日より変更いたします。

皆さまにはご不便をお掛けいたしますが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

なお、ＪＡバンクのキャッシュカードは「ゆうちょ銀行」のＡＴＭでも手数料無料でご利用になれます（時間外、休日は有料）。
お持ちでない方は、どうぞ窓口でお申し込み下さい。

    ＪＡごとう　上五島支店北魚目出張所
    新上五島町立串郷５７０－２
    令和５年７月３日

変更前     月曜日から金曜日（祝日、１２/３１～１/３は除く）
    火曜日、木曜日
  （祝日、１２/３１～１/３は除く）
  【休業日】月曜日、水曜日、金曜日

対象店舗名
所　在　地
変更開始日

窓口営業日
変更後

北魚目出張所 ７月３日

※共済窓口及び購買窓口については、月~金まで今まで通り営業致します。

ごとう 10ごとう11



JUＬＹJUＬＹ
JAごとうJAごとう
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20232023

第22回通常総代会開催第22回通常総代会開催
提出議案すべて承認提出議案すべて承認

管内組合員が県知事賞受賞管内組合員が県知事賞受賞
葉たばこ栽培で好評価葉たばこ栽培で好評価

ゲノム育種価について学ぶゲノム育種価について学ぶ
五島地域肉用牛大学五島地域肉用牛大学

７
ごとう農業協同組合

●ＪＡごとうNo.209　●発行／ごとう農業協同組合　編集／総務部企画管理課　〒853-0041　五島市籠淵町2450番地1　☎0959-72-6211
　　　　　　　　　  ●http://www.ja-goto.or.jp　　●印刷／（株）昭和堂
※本書の無断転写、複製、複写を一切禁じます。

編 集
後 記

　先日、取材の際に写真を撮ろうとカメラを向けると、満タンにしていたはずの電池残量が突然ゼ
ロに。ここ最近何度かそういう不具合が頻発していたため、電池を新たに購入致しました。新しい
電池が届いて比較してみると、古い電池はパンパンに膨張しており、これが不具合の原因かと納得
したと同時に、持ち主と同じ体系になった電池を眺め何とも言えぬ気分にもなりました。
 幸いにも最近はスマートフォンのカメラも性能が上がっているため、そういったスマホで撮影し
ています。今月号を含め、今までの広報誌にもスマホで撮影した写真をいくつか掲載しておりま
す。どれがカメラでどれがスマホでの撮影なのか、そういった視点で広報誌を見て頂くのも面白い
かもしれません。                                                                                             （長瀧　俊一）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

田植えのあと苗を抜けた箇所に挿す作業（山内）

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
　　　　　および第３土曜日
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月
９月～６月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設
富江トマト選果場

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

令和６年度職員採用（令和６年４月）募集を開始しましたので、お知らせ致します。
募集要領をご覧の上、ぜひ当組合の採用試験にチャレンジして下さい。

応募について

高校卒業見込みの方

ＪＡごとう本店　会議室 ( 長崎県五島市籠淵町 2450 番地 1）
筆記試験及び役員面接

高卒
応募期間
提出書類
試験日程
募集人員

令和 5 年 9 月 5 日～ 9 月 13 日
①履歴書　②卒業証明書または卒業見込み証明書　③成績証明書
後日連絡（予定：一時 … 9 月 16 日　、　二次 … 9 月下旬）
総合職（事務職・技術職・営農指導員・畜産指導員）　10 名

五島市、新上五島町（※詳細は面接時に）
8：30 ～ 17：00
高卒　155,000 円（残業代、諸手当は別途）

年 1 回
通勤手当、資格手当、特殊勤務手当、家族手当  等

年 2 回（業績により期末手当あり）

厚生年金、健康保険、労災保険、雇用保険
有り（勤続 2 年以上）

土曜・日曜・祝日
年末年始
1 年目は 6 か月経過後 10 日間

勤  務  地
勤務時間

給与 ( 初任給 )
手　　当
昇　　給
賞　　与

退  職  金
加入保険
休　　日
特別休暇
年次有給
お問合せ 総務部総務課　人事担当　原

☎0959-72-6211

ＪＡごとう

応募資格
選考方法
試験会場

産直市場「五島がうまい」
よりご案内 ４年ぶりに夕暮れ市を開催します！！

８／５(土 )　１６：３０～１８：３０
皆さまのご来場お待ちしております！開催イベント・射的

・わた菓子無料配布
・ビンゴ大会・輪投げ

他　各種企画中！
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